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4. あ とが き 二,三 の附随 的問題 について の メモ

"非 歴史 的特色"に つ いて

 2-1～4の 叙述において,私 は和服 との対比でとらえた西欧型服装の諸特色を,そ の

形成の過程の中で分析 した。一般論としていえば,19世 紀末か ら20世紀初めにかけて

のおよそ半世紀のあいだた認識された西欧服は,そ の時代を数百年 もさかのぼる,中

世後期の西敢服の実際とのあいだに,す くなくない不一致の南ることが当然予想され

る。その点を考慮にいれるなら,29頁 に示 した諸特色が,中 世後期の服装の具体的展

開のなかで,そ の成立についてのあるていどの必然性をみいだ しえたことは,西 欧型

服装の性格決定における,こ の時期の重さと,そ の後の数世紀の衣文化の基本的安定

を示唆するものといえよう。

 しかしもとより,本 稿でとりあげられた特色が,和 服との対比のうえでとの限定を

つけたに しても,西 欧型服装を性格づける要因のすべてではありえない。西欧型服装

論として私がとくに中世後期をとりあげたのは,服 装様式の展開のながれの中での,

多 くの専門家の指摘するとりわけ重要な転機が,こ の期間に集中し,そ れを"西 欧化"

と意味づけたのが理由である。 したがってこのスパンからはずれた歴史的時点で,な

ん らかの転機を経験 したような要因,あ るいは風土的条件 といわれるものに含まれる

諸要因,さ らには人種的要因のような,あ る意味での"非 歴史的"要 因については,

77)も っ と も有 名 な もの のひ とつ は,Alisonの ア ソ シエ ー シ ョン説 に お け る 相 対 論[ALISON

 1790:364-372],そ の説 を うけ,美 とは無 関 係 と言 い きるWALKER[1837:71,美 の基 準 が失

 わ れ た こと によ って,フ ァ ッ シ ョ ンが生 れた とす るBALDWIN[1934:9],そ の ほか[Thought

 fullness 1868:282,293-295;CUNNINGTON t948b:38;VALLﾉE 1925:25]。
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いずれ本稿の後を追って議論の必要があるであろ1う。'

 3-2お よび3に おいて紹介 した,西 欧人自身による西欧服認識においては,当 然の

ことながら,こ の"非 歴史的"要 因についての問題意識は,低 い,と いういいかたが

正確でないまでも,わ れわれがつよい関心をもつような視点か らの接近は,他 の要因

にくらべると濃密ではなかった。たとえば西欧人は,西 欧型衣服の密着性に関連する

問題に熱心なほどには,そ の密閉性については,問 題を意識 しなかったふ しがある。

また,毛 織物のもつ素材的可能性については,最 近になるにつれいくらかの言及はみ

られるようになったものの,そ のほとんどは,概 念的,示 唆的な内容にとどまって

いる。あるいはまた私が3-2の 冒頭で指摘 したような観点での身体観照の自覚にはと

ぼ しい。

 うえにあげた3つ の要因は,"非 歴史的"と いうのとおなじ意味で,西 欧の中世後

期服装の展開をたどるうえでの,前 提的条件だった,と いういいかたもできよう。こ

うした見方を表6に かさねて,衣 服特性の展開のあらすじを要約 したのが,表18で あ

る。

 くりかえし云うが,私 がここで"非 歴史的"と いう意味は,と くに中世後期 という

スパンの範囲内において,問 題的でなかったか,あ るいは歴史的展開の主題としては,

議論の対象となる機会の少なか った要因,と いうことであって,そ れ らが本来的に,

西欧型服装の,歴 史を超越 した本質であるなどという意味ではない。けれども,仮 り

にここに例示 した3要 因についてみても,そ のうちのあるものは,西 欧文化の全体構

造の中で,衣 の領域をこえたひろがりの根をもつ事実がみてとれる。

 ある様式的特色が服装以外の領域 とのあいだに共通性をもつ例 として,し ばしばあ

げられてきたのは,各 時代の建築物の外観 との関係であった78)。あえていうならば,

単純な外見の類似を根拠とした,皮 相な時代精神論がしばしば説かれたのである。 も

し今後,私 がここで"非 歴史的"と 仮 りによんだ要因を中心に,西 欧型服装のさらに

根の部分を堀 りすaめ るのであれば,と りわけ密閉(被 覆),坐 臥を軸とした居住様

式,性 の意識をふ くめての身体論,と くに衣服素材 と関連 しての風土論といった部分

に関して,慎 重な構造的分析を必要とするであろう。

展 開 の ダ イ ナ ミ ク ス

 表18に おい て,定 型服 装 が 成 立 した第 皿期 に示 した諸 傾 向 が,和 服 と対比 して の,

西 欧型衣 服 の主 要 な 特色 で あ る。 もと よ り,衣 文化 全 体 の性 格 は,こ の よ うな 物 的 観

78)LAVER 1949;HEARD 1924:21な ど。 HEARDの 場合 は,建 築 と服装のorganic relation

 の指摘であ るが,美 術的様式論 の範囲を出ない。
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表18中 世 後 期 の 衣 服 特 性 展 開 の モ デ ル

1 期 H 期 皿 期

素  材

衣タイプ

身 体 観

素  材

衣タイプ

麻  織  物

体  形  衣

かたちへの執着

区  分  性

・密

密

着

閉

寄 せ ひ だ

広    巾

毛 織 物   羨表らみ●球
       ひだの魅力 布 の の び

布  形  衣

ラ ンジ ェ リー愛

好

関 節 部 の 強 調

プ ロポーション

尊重

密 着 開 放

裁 断 志 向

C72頁)

(121頁)

(120頁)

(53頁)

(71頁)

フィッ ト性重視  (68頁)

点のみで尽 きるものではないが,本 稿で用いた基礎資料の性質上,議 論の及びにくい

部分を多 く残 したことは残念である。ただし,物 としてのスタイリングとはごく近い

ところにあるファッションと関連 して,私 は最後に様式展開のダイナミクスについて

触れておきたい。
                

 たとえば,や わ らかいひだが,硬 い人為的なタックに変容するのは,野 自然のなり

ゆき"な のではな く,変 容を動機づけるダイナミクスがあるはずである。そうしたダ

イナミクスとして,も っとも常識的な意味での生活の向上を軸とした,一 般的進歩へ

の意志,あ るいはむ しろ生活の向上そのものへの欲望を考えることは,許 されてよい

であろう。

 しばしば,あ る生活様式を特色づけている条件が,じ つは貧困以外のなにものでも

ないのではないかという例に,わ れわれは行き当るのである。Mearsは,日 本の若い

娘たちの晴着のキモノの,前 近代的なけばけばしさを,日 常の暮 らしの貧 しさの反映

という見方をした[MEARs l943:37]。 この批判自体の当否はべつとしても,和 服

の特長とされる,は しょり,繰 りまわ し,数 世代にもわたる利用など,経 済性とむす

びついた着装習慣のいくつかの智恵が,布 地がきわめて貴重であった,西 欧の毒る貧

しい状態の中では,同 様にみとめられることは事実である。

 また,新 しい技術や材料の導入によって,後 もどりのありえないような生活上の価

値を手にいれるような場合がある。和服における手縫いへの執着とおなじ状況と心情

が,1世 紀以前の西欧でもふつうのことだった。肉体的労苦 と貧 しさヵ・ら向上 しよう

とする意志においては,本 質的に西欧と日本の衣生活にちがいのあるはずはないのだ

から,そ うした変容のダイナ ミクスは共通でなければならない。
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 この よ うな"改 良"や"進 歩"は,す で に紹 介 した よ う に,フ ァ ッ シ ョ ン とお な じ

もの で は な い。0般 的 に い え ば,フ ァ ッ シ ョ ンに お け る価 値 とは,そ の社 会 の 中 に お

い て さ え相 対 的 で あ り,あ る時 間 的 経 過 の な か で評 価 した と して もその 点 は同 様 で あ

る こ とがふ つ うで あ る。以 下,中 世 後期 に お け る西 欧 型 服装 形 成 へ のダ イ ナ ミクス の

うち で,私 が と くに こ こで と りあ げ るふ たつ の傾 向 は,西 欧 の その 後 の 時 代 の,フ ァ

ッシ ョ ンダ イ ナ ミクス と,非 常 に近 い と ころ に あ る。

 そ の ひ とつ は,造 形 理念 の 自 己肥 大化 の傾 向 で あ る。 西 欧 の服 装 史 家 の 中 に は,こ

の傾 向,す なわ ちあ る衣 服 様 式 の 競 争 的 な誇 張,な い し極端 化 を,フ ァ ッシ ョ ンの 本

質 とみ る人 がす くな くな い。 美 的 観 照 の立 場 か ら衣 服 を 見 る人 に と って,フ ァ ッシ ョ

ンと い う現 象 が 概 して 嘲笑 や 嫌 悪 の対 象 で あ っ たの は,そ の もっ と も大 きな 理 由 が こ

こに あ っ た ので あ る。 そ して フ ァ ッシ ョンに お い て衣 服 の様 式 が,一 方 の 極 端 さか ら

転 じて,そ の 反 対側 の極 端 さへ と揺 れ る とい う,あ の も っ と も素 朴 な フ ァ ッシ ョ ン理

論 一 ス イ ン グ説 を生 みだ した?9)。 ま た,ま た この ス イ ン グ説 を べ つ に して も,西 欧 服

装 の 史 的 救 述 に お い て,あ る衣 服 様 式 の 肥大 現 象,た とえ ばpoulaine, hennin, lilipipe

か ら,18世 紀 の宮 廷 風panier(い ず れ もfr. )等 の 巨大 化 した状 態 を,と りわ け興 味

を も って と りあ げ る,と い う態 度 もみ とめ られ る。和 服 に お け る フ ァ ッシ ョ ンの推 移

は,定 型性 衣 服 と素 材 順 応 系衣 服 の基 本 的 相 異 点 は しば ら く措 くと して も,一 般 に は

べ つ のパ タ ー ンを と る。 仮 りにAと い う様式 が,そ の時 のひ とび との好 み に投 じた と

す る と,そ のAの 内部 の感 覚 的 価 値 の バ ラエ テ ィが模 索 され,や が てAに 倦 ん だ ひ

とび との好 み が,つ ぎ のB様 式 に移 る ので あ る。

 ダ イ ナ ミクス のべ つ の ひ とつ は,対 象 の 抽 象 的定 型 化 の傾 向 で あ る。 そ れ は 流動 的

なか た ちを動 きの な い状 態 にお こ うと し,多 様 で 不 確定 な もの を 抽 象 して一 定 の枠 づ

けを お こな お う とす る意 志 で あ る。 造 形 理念 の肥 大 とい う傾 向 も,そ れ は形 式 的肥 大

で あ って,抽 象 化 の方 向 にほ か な らな か った 。 このふ たつ の傾 向 を 通 じて,西 欧衣 服

にお け る造 形 ダ イ ナ ミクス の方 向 には,自 然 発 生 的 な,素 朴 な感 性 へ の耽 溺 に,長 く

は とど ま ろ うと しな い とい う特 質 を,私 は み て とるの で あ る。
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写真A-1試 料2に よ る 女 物 袷 長 着



写 真A-2 半 円の布によるAタ イフ。布形衣

(試料5)
写真A-3 全円の布2つ 折によるBタ イプ

布形衣(試 料5)



大丸 西欧型服装の形成

写 真A-4全li」 の 布 に よ るBタ イ フQ布形衣(試 料5)

写真A-7帯 に引寄せ られ舟形 の擬袖をつ くる挾体衣(試 料1)
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a試 料4

写 真A-5

b試 料3

布 目が前 中心線に添 った,半 円布のBタ イプ布形衣

c試 料6



a試 料4

写 真A-6

b試 料3

前 中心線が正 バイヤスの,半 円布のBタ イプ布形衣

c試 料6



写真A-8 全円布形衣を一部裁断 して,重

袖を作 った例(試 料6)

写 真A-9 長方形の布による挾体衣

(試料1)(図7-b)

写 真A-10 肩に庇をもつ挾体衣

(試料1)(図7-a)


